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巻頭写真　渡島駒ヶ岳 1929年噴火以前の植生の化石林
Fossil forest of 90 years ago on Komagatake Volcano, Hokkaido

写真 3　炭化したシダ植物の根茎．写真 2　カバノキ属の特徴を示す樹皮．

北海道渡島半島南部に位置する渡島駒ヶ岳（1133 m）は
活発な火山として知られ，1929年（昭和 4年）には大規
模なプリニー式噴火を起こし，大量の降下軽石や火砕流
堆積物を周辺に撒き散らした。約 6000年の休止期ののち，
1640年に始まる現在の活動期は 50～ 70年ごとに噴火を
繰り返し，いずれも規模の大きな噴火であるが（勝井ほか，
1975），噴火の被害が軽微な地域では植生が回復し始めて
いたらしい。

1929年の噴火は広範囲に火砕流を流下させたため，植生
の破壊は著しく，その後の植生遷移の研究の格好の対象と
なり，Yoshii (1932)，舘脇ほか（1966），Titus & Tsuyu-
zaki (2003)など数多くの研究がある。しかしながら，噴火
以前の植生についての記録に乏しく，わずかに舘脇（1924）
と山本（1936）の 2件の記述が知られるのみである。この
内，山本（1936）の記述は，植生遷移の研究において噴火以前の記録の重要性が認識され，噴火後に舘脇操を介して『生
態学研究』に掲載されたもので，このことを示す吉井義次の一文が添えられている。

駒ヶ岳には 3つの登山道があるが，北斜面側から登
る望洋の森登山道（現在は立ち入りに許可が必要）の
標高 700 m付近（火口から約 1700 m）には，表面
が不完全に炭化した樹幹が多数直立している（写真 1，
図 1）。北斜面では概ね標高 500 mより高い地域は樹
木が生育しておらず，地表は白色～淡桃色の軽石層（厚
さ約 1 m）に覆われており，ウラジロタデやイワブクロ，
イワギキョウなどがまばらに生育する。約 40本の立
木が認められ，直径は太いものでは 50 cm程度，高
さは約 1 mのものがある。木材組織が確認できるも
のはいずれもカバノキ属で，樹皮が残されているもの
もある（写真 2）。樹幹は，軽石層の下の厚さ 30 cm
程度の腐植土に根を下ろし，腐植土上にはシダ植物の
根茎が炭化したものも多数認められる（写真 3）。また，写真 1　斜面に直立する複数の樹幹．

図 1　化石林の分布地（斜線部）．国土地理院の地形図を使用．．

300m

化石林



2 植生史研究 第 30巻　第 1号

軽石層の中に埋没する木材は，完全に炭化している（写真 4）。
勝井ほか（1989）によると，この地域は1929年の火砕サー
ジおよび火砕物に覆われる地域とされ，腐植土を覆う軽石
はある程度円磨されていることから，火砕流堆積物と思わ
れる。腐植土は白頭山 -苫小牧テフラ（B-Tm）を挟在し
（写真 5），1640年の噴火以前から形成されたものであるこ
とがわかる。この腐植土を覆うテフラは，1640年以降のい
ずれかの噴出物の可能性があるが，樹幹の腐朽の状態から
は 1640年（約 380年前）のものとは考えにくい。勝井ほ
か（1989）の見解とも合わせると，これらの樹幹は 1929
年の噴火で炭化したものであり，1929年まで成立してい
た植生を表しているものと考えられる。山本（1936）の記
述によれば，この地域周辺は標高 900～ 1000 mまでダ
ケカンバ林に覆われていたとされており，この記述を裏付
けるものと考えられる。駒ヶ岳を背景とする大沼公園は当
時から観光地として知られ，多くの写真（絵葉書など）が
残されているが，駒ヶ岳の南方から撮影した写真が大部分
で，また当時の植生を判別できるほど鮮明な写真は見出せ
なかった。
直立した樹幹は，樹皮に近い部分は堅牢であるが，中心
部から腐朽が進んでおり，またシロアリなどの食害も認め
られるため，遠くない将来には消失する可能性が高い。こ
こに記録を留めておきたいと思う。
資料の収集にあたり，七飯町歴史館学芸員の山田央氏，
函館中央図書館，北海道大学大学院国際食資源学院の横
地穣氏，鴈澤好博氏のご協力をいただいた。シダ植物につ
いては，北海道教育大学函館校の村上健太郎准教授にご
助言をいただいた。記して御礼申し上げる。
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写真 5　樹木が根を下ろす腐植土．白頭山 -苫小牧テフラ（B-
Tm）およびその下位に駒ヶ岳の水蒸気噴火によると思われる噴
出物（赤褐色の層）が挟在する．

写真 4　テフラに埋もれた木材．内部まで完全に炭化している．


